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福
島
県
内
の

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

十
月
八
日
の
体
育
の
日
に
、
思
い
立
っ
て
福
島
県
の
重
伝
建

地
区
二
ヵ
所
を
見
て
き
ま
し
た
。「
南
会
津
町
前
沢
」
と
、「
下

郷
町
大
内
宿
」
で
す
。

前
沢
は
工
学
院
大
学
の
後
藤
先
生
も
調
査
に
参
加
し
て
お

り
、
平
成
二
十
三
年
六
月
に
重
伝
建
選
定
さ
れ
た
ば
か
り
の
茅

葺
の
曲
り
屋
集
落
で
す
。

い
っ
ぽ
う
大
内
宿
は
、
昭
和
五
十
六
年
四
月
に
選
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
写
真
等
で
ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
街
道
の
両
側
に
寄
棟
の
茅
葺
屋
根
が
整
然
と
並
ん
で
い
る

様
子
は
圧
巻
で
す
。

以
前
、
視
察
研
修
で
長
野
県
塩
尻
市
の
「
奈
良
井
」
と
「
木

曾
平
沢
」
を
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
ち
ょ
う
ど
同
じ
よ
う

に
、
選
定
後
観
光
地
化
し
た
例
と
選
定
直
後
で
本
格
的
な
整
備

は
こ
れ
か
ら
と
い
う
例
を
一
緒
に
見
た
よ
う
な
感
じ
で
す
。

福
島
県
の
二
地
区
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

南
会
津
町
前
沢
（
山
村
集
落
）
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南
会
津
町
は
福
島
県
南
会
津
郡
の
最
南
に
位
置
し
、
前
沢
は

町
南
端
の
舘
岩
地
域
に
立
地
す
る
山
村
集
落
で
、
舘
岩
川
の
西

岸
に
あ
り
ま
す
。

明
治
四
十
年
の
大
火
で
家
屋
の
ほ
と
ん
ど
が
焼
失
し
ま
し

た
が
、
こ
の
大
火
後
、
数
年
の
う
ち
に
復
興
さ
れ
た
の
が
現
在

の
集
落
で
、
主
屋
十
三
棟
の
再
建
と
二
棟
の
新
築
は
、
南
会
津

地
方
と
新
潟
地
方
の
大
工
十
三
人
に
よ
り
な
さ
れ
た
と
伝
わ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
主
屋
建
築
に
年
代
差
が
な
く
、
統
一
感

の
あ
る
集
落
に
な
っ
て
い
ま
す
。
保
存
地
区
内
に
は
、
東
西
と

南
北
の
古
道
が
交
差
し
て
お
り
、
こ
の
辻
を
中
心
に
家
屋
が
建

ち
、
そ
の
周
囲
を
畑
地
が
取
り
巻
い
て
い
ま
す
。

伝
統
的
な
主
屋
は
茅
葺
で
、
中
門
造
と
呼
ば
れ
る
曲
り
屋

か
、
棟
が
ま
っ
す
ぐ
な
直
屋
（
す
ご
や
）
で
す
。
中
門
造
は
、

母
屋
（
ザ
シ
キ
な
ど
が
あ
る
部
分
）
を
寄
棟
造
、
中
門
（
入
口

や
ド
マ
が
あ
る
部
分
）
を
切
妻
造
と
す
る
の
が
基
本
で
す
が
、

中
門
側
を
兜
造
風
に
し
て
い
る
家
も
あ
り
ま
す
。
軒
が
高
く
壁

に
は
腰
板
が
張
ら
れ
て
い
る
の
は
、
雪
へ
の
対
策
で
す
。
壁
面

に
は
貫
が
化
粧
と
し
て
密
に
渡
さ
れ
、
甲
州
の
切
妻
造
民
家
や

附
属
屋
の
蚕
室
を
思
わ
せ
る
美
観
を
呈
し
て
い
ま
す
。

前
沢
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
は
、
明
治
末
期
か
ら
昭
和

前
期
に
建
て
ら
れ
た
中
門
造
と
直
屋
の
茅
葺
民
家
が
混
在
す

る
、
会
津
地
方
南
部
の
雪
深
い
山
間
部
の
集
落
が
状
態
よ
く
保

存
さ
れ
た
も
の
で
す
。

大内宿の様子。３連休最後の快晴の日
だったので、大勢の観光客が訪れていま
した。

前沢集落の遠景。

中門造の典型、曲り屋資料館。

曲り屋資料館のイロリ。

曲り屋資料館の内部。梁までが高く、天井は
部分的にしかありません。

コンパクトな集落内に多くの茅葺があります。

これも典型的な中門造の主屋です。
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大
内
宿
の
形
成
は
、
徳
川
幕
府
が
全
国
の
完
全
支
配
の
一
環

と
し
て
、
五
街
道
を
は
じ
め
脇
街
道
の
宿
駅
制
度
が
進
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
本
格
的
な
整
備

は
、
寛
永
二
十
年
（
一
六
四
三
）
に
保
科
正
之
が
会
津
藩
の
領

主
と
し
て
入
っ
て
き
て
か
ら
で
す
。

下
野
街
道
（
会
津
西
街
道
）
は
会
津
と
江
戸
を
結
ぶ
主
要
幹

線
と
し
て
、
重
点
的
に
整
備
し
た
「
本
道
五
筋
」
の
一
つ
で
、

会
津
藩
主
の
十
八
回
に
及
ぶ
江
戸
参
勤
や
、
年
間
十
万
俵
の
江

戸
廻
米
の
輸
送
な
ど
に
使
わ
れ
ま
し
た
。

ソ
バ
屋
で
は
、
箸
の
代
わ
り
に
ネ
ギ
で
食
べ
る
「
名
物
ネ
ギ

蕎
麦
」
を
ど
こ
で
も
提
供
し
、
売
店
で
は
、
ど
こ
で
も
同
じ
よ

う
な
商
品
が
と
こ
ろ
せ
ま
し
と
並
ん
で
お
り
、
そ
の
様
子
は
、

あ
る
種
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
を
思
わ
せ
ま
す
。
行
き
過
ぎ
た
商
売

に
対
し
て
は
非
難
の
声
も
あ
り
、
特
に
伝
建
地
区
内
い
っ
ぱ
い

に
色
と
り
ど
り
の
土
産
物
が
あ
ふ
れ
て
い
た
り
、
軒
先
を
越
え

て
商
品
棚
を
設
け
る
風
景
は
、
伝
建
地
区
ら
し
か
ら
ぬ
た
め
た

び
た
び
行
政
的
な
指
導
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
す
べ
て
の
家
に
後
継
者
が
お
り
空
き
家
が

な
い
と
い
う
こ
と
で
、
観
光
が
主
産
業
に
な
っ
て
い
る
と
い
う

の
は
、
特
筆
す
べ
き
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

大
内
宿
は
、
幕
末
の
戊
辰
戦
争
に
も
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
な

く
、
明
治
十
七
年
の
会
津
三
方
道
路
の
開
設
に
よ
り
幹
線
道
路

か
ら
は
ず
れ
、
ひ
な
び
た
閑
村
と
し
て
残
さ
れ
ま
し
た
。
保
存

の
き
っ
か
け
は
昭
和
四
十
二
年
の
会
津
茅
葺
職
人
調
査
で
、
四

十
四
年
以
降
は
マ
ス
コ
ミ
な
ど
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
保
存
の

機
運
も
高
ま
り
ま
し
た
が
、
五
十
六
年
の
選
定
ま
で
は
苦
労
の

連
続
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

大
内
宿
が
他
の
伝
建
地
区
と
異
な
る
の
は
、
観
光
客
の
多
さ

で
す
。
今
で
は
珍
し
い
砂
利
舗
装
の
道
路
の
両
側
に
整
然
と
並

ん
だ
茅
葺
民
家
で
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
何
か
し
ら
の
商
売
を
営
ん

で
お
り
、
大
量
の
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
し
て
い
ま
す
。

大内宿の整然と屋根が並ぶ姿は圧巻です。

３連休最後の日は、大変な混雑でした。

街道の両側を流れる石組みの水路。

町並みの様子。ソバ屋が多いです。

町並みの様子。路面はすべて砂利舗装です。

町並みの様子。

商売の様子。量・種類とも豊富です。


